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また、新技術やICTを活用することにより、品質
を確保しつつコスト縮減が出来るよう引き続き工夫
をしていきたいとの説明を受けたものです。
　なお、先日付替県道の一部開通や仮排水トンネル
による転流が開始されたとの報道があり、ダム本体
工事の着工に向けて準備が進んでいますが、当委員
会では引き続き事業の進捗について注視していくべ
きと考えています。
　また、委員の知見を深めるため本年４月に実施し
た行政視察においては、高知県の大月町に現在建設
中である春遠ダムの建設現場及びコンクリート製造
プラントについて、また、高知県の日高村において
は水害に強いまちづくり施策について、さらに、岡
山県の倉敷市真備町では平成30年7月豪雨災害を
受けて実施された緊急治水対策事業である高梁川・
小田川の合流点付替事業について、それぞれ視察を
行いました。このうち、高知県の日高村においては、
長年水害に悩まされており、平成26年８月には大
規模な内水被害が発生し、109戸の床上浸水を経験
されました。これを受けて、特定都市河川に指定さ
れている日下川流域を対象とした、「日高村水害に強
いまちづくり条例」を制定し、浸水予想区域内にお
ける建築規制を行うとともに、新たに村内で３本目
となる放水路である新日下川放水路の完成により、
床上浸水家屋ゼロを目指しているとの説明を受けま
した。また、この新日下川放水路は、延長５キロメー
トル以上のトンネルになりますが、水の流れていな
い平常時は見学ツアーを実施しており、将来的には
カヌーやボートを使った探検ツアーの実施も検討さ
れているなど、インフラツーリズムによる新たな観
光資源としての期待も寄せられているとの説明を受
けたものです。
　このように、この４年間の任期において、肱川流
域の治水事業の動向について、随時、関係資料等の
提供を受け、各委員が見識を高めながら活動してき
たわけですが、当委員会としては、肱川流域に暮ら
す全ての市民の安全・安心の確保を図るため、今後
も引き続き調査・検討を行い、その実現に向けて国・
県に対して要望を続けていくべきであると考えてい
ます。
　以上、肱川流域治水対策特別委員会の今任期にお
ける報告といたします。
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　令和７年10月２日から、議員18名体制での新たな

議員任期が始まりました。議員定数を３名削減したう

えでの活動となりますが、引き続き大洲市の発展のた

めに尽力してまいりますので、今後もご支援・ご協力を

お願いいたします。
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